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(1) {3m + 5n | m, n は正の整数 } = {3m + 5 | m は正の整数 } ∪ {3m + 10 | m は正の整数 } ∪ {3m + 15 |
m は正の整数 } であるので，18 まで要素を書き出すことで，答えは 15 であると分かる。

(2) 連立方程式 {
y = x2 + 2x− 4|x+ 2|
y = k

を考える。x > −2のとき x2+2x−4|x+2| = (x−1)2−9，x ≦ −2のとき x2+2x−4|x+2| = (x+3)2−1

であることに注意して y = x2 + 2x− 4|x+ 2| のグラフを書けば，答えは k = 0,−1 とわかる。

(3) 2a⃗ + 4c⃗ = −3⃗b として，両辺の絶対値の 2 乗を内積を用いて計算すると 4 + 16 a⃗ · c⃗ + 16 = 9 となるので，
a⃗ · c⃗ = −11

16
となる。

上と同様に 3⃗b+ 4c⃗ = −2a⃗ によって 9 + 24 b⃗ · c⃗+ 16 = 4 となり，b⃗ · c⃗ = −7
8
と分かる。

|⃗a+ b⃗+ t⃗c| が最小となるのは (⃗a+ b⃗+ t⃗c) · c⃗ = 0 となるときであり，−11
16

− 7
8
+ t = 0 によって t = 25

16
のと

きに最小値をとるとわかる。

(4) fn(x) = ex −
(
1 + x

1!
+ · · ·+ xn

n!

) とおき，n に関する数学的帰納法で x > 0 のときに fn(x) > 0 を示す。
n = 1 のとき。f1(0) = 0 であり，x > 0 のとき f ′

1(x) = ex − 1 > 0 なので平均値の定理によって x > 0 の
とき f1(x) > 0 となる。(数学的帰納法を n = 0 から始めても良い)

n ≧ 1 として，x > 0とき fn(x) > 0と仮定する。fn+1(0) = 0 であり，x > 0とき f ′
n+1(x) = fn(x) > 0 で

あるので，平均値の定理により x > 0 のとき fn+1(x) > 0 となる。

(5) 関数 x sin x の不定積分の一つを g(x) とおくと，f(x) = g(2x)− g(−x) である。よって，

f ′(x) = 2g′(2x)− (−1)g′(−x) = (8 cos x+ 1)x sin x

となり，増減表を書くと，0 ≦ x ≦ πの範囲では関数 f(x) は x = 0 または x = π で最小値をとることが
わかる。f(0) = 0 であり，f(π) は部分積分を使って計算すると −πになるので，最小値は −π である。

(注意) 別の解法もあり得ます。


